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・
６
月
定
例
議
会

	
2〜
5

　
「
農
業
委
員
会
委
員
の
同
意
な
ど
」

・
与
論
町
議
会
来
町

	
6

・
一
般
質
問
	

7～
9

　
５
名
の
議
員
が
登
壇

き
ん
こ
う

議
会
だ
よ
り

第
50号

６
月
定
例
会
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選
挙
管
理
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙

　

平
成
29
年
６
月
16
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
錦
江
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補

充
員
に
つ
い
て
、
議
会
の
指
名

推
薦
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員

に
　

有　

川　

明　

宏　

さ
ん

（
旭
町
自
治
会
）

　

渡　

瀬　

博　

夫　

さ
ん

（
厚
ヶ
瀬
自
治
会
）

　

壱　

崎　

紀　

男　

さ
ん

（
壱
崎
自
治
会
）

　

瀬　

戸　
　

初　

さ
ん

（
瀬
戸
山
自
治
会
）

同
補
充
員
に

　

濱　

崎　

明　

雄　

さ
ん

（
神
ノ
浜
一
区
自
治
会
）

　

中　

村　
　
　

貢　

さ
ん

（
中
村
自
治
会
）

　

日　

高　
　
　

公　

さ
ん

（
馬
場
自
治
会
）

　

鮫　

島　

廣　

幸　

さ
ん

（
宿
利
原
自
治
会
）

　

任
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
６
月
17
日
か
ら
平
成
33
年
６

月
16
日
ま
で
の
４
年
間
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
が

議
会
の
意
見
を
聞
い
て
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
次
の
方
を
推
薦
す
る

こ
と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

（
再
任
）

　

牧　

原　
　
　

剛　

さ
ん

（
山
下
自
治
会
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
職
務

は
、
身
の
回
り
に
お
こ
る
人

権
問
題
の
適
切
な
救
済
の
た

め
に
、
町
民
の
人
権
相
談
に
応

じ
る
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
は

無
報
酬
で
あ
り
、
各
委
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
に
同
意

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
従
前
の
公

選
制
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
７
月
20

日
か
ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

寺　

田　

郁　

哉　

さ
ん

（
木
場
自
治
会
）

　

平　

原　
　
　

榮　

さ
ん

（
山
之
口
自
治
会
）

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
改
正
２
件
、
選
挙
１
件
、
諮
問
１
件
、
農
業
委

員
会
委
員
に
関
す
る
同
意
15
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

6月定例会人
　
　
事
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鳥　

越　

秀　

一　

さ
ん

（
六
反
田
自
治
会
）

　

本　

釜　

好　

子　

さ
ん

（
塩
屋
自
治
会
）

　

内　

薗　

雄　

治　

さ
ん

（
鳥
浜
自
治
会
）

　　

鈴　
　
　

一　

磨　

さ
ん

（
笹
原
自
治
会
）

　

安　

水　

純　

一　

さ
ん

（
安
水
自
治
会
）

　

鍋　
　
　

康　

博　

さ
ん

（
下
自
治
会
）

　

徳　

永　

哲　

朗　

さ
ん

（
神
川
中
自
治
会
）

　

宿
利
原　

勝　

吉　

さ
ん

（
宿
利
原
自
治
会
）

　

宿
利
原　
　
　

進　

さ
ん

（
宿
利
原
自
治
会
）

　

貫　

見　

和　

洋　

さ
ん

（
平
石
自
治
会
）

　

毛　

下　

利　

美　

さ
ん

（
平
石
自
治
会
）

　

元　

丸　

敏　

朗　

さ
ん

（
猪
鹿
倉
自
治
会
）

　

坂　

元　

博　

美　

さ
ん

（
昇
陽
自
治
会
）
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一般会計補正予算（第1号）など原案のとおり可決
　一般会計・特別会計の３補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

コミュニティ事業補助金
130万円

半下石自治会エアコン等の備品購入
　�自治総合センターが行なう宝くじの社会
貢献広報事業でコミュニティ活動に必要
な備品や集合施設の整備

大学等と連携した観光地づくり事業
200万円

　錦江町観光ＣＭ作成
　（�元気おこし事業 1/2の補助を受けて行
なう）

観光地Wi-Fi 整備工事
600万円

神川大滝・神川キャンプ場・花瀬公園
　（�地域振興推進事業 1/2 の補助を受けて
行なう）

※Wi-Fi…�通信ケーブルを使用せず、無線でイン
ターネットに接続するサービスの俗称

資源リサイクル畜産環境整備事業負担金
318万円

　堆肥舎整備に要する事業費 1139 万 6千
円のうち、受益者負担分を地域振興公社へ
支出するもの

一般会計

保険者システム改修委託料
　18万3千円

　国保情報データベースシステム改修費の
増額分

国民健康保険事業
償還金及び還付加算金

11万2千円
　厚生労働省のシステム不備から生じた保
険料の算定誤りによる保険料還付金及び還
付加算金の追加

後期高齢者医療事業

９月定例会の会期は、
９月４日から26日
一般質問は、
９月５日の予定です。
役場本庁３階の議場へ傍聴においでください。

傍聴してみませんか
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　平成29年第２回　定例会（６月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第 39 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決
議案第 40 号 平成 29 年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決
議案第 41 号 平成 29 年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第 42 号 錦江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第 43 号 錦江町都市公園条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 簡易表決で可決
発 議 第 １ 号 錦江町議会改革推進会議調査特別委員会設置に関する決議について 簡易表決で可決

陳情書第１号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元、複式学
級解消をはかるための、2018 年度政府予算に係る意見書採択の
要請について

簡易表決で可決

同 意 第 ７ 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同 意 第 ８ 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同 意 第 ９ 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 10 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 11 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 12 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 13 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 14 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 15 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 16 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 17 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 18 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 19 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 20 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
同意第 21 号 農業委員会委員の任命について 簡易表決で可決
発 議 第 ２ 号 錦江町地方創生まちづくり調査特別委員会設置に関する決議について 簡易表決で可決

発委第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元、複式学級解
消をはかるための、2018 年度政府予算に係る意見書について 簡易表決で可決

※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
、
複
式
学
級
解
消
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
１
８
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
の
要
請

内
容

１�

．
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
改
善
の
た
め
に
計
画
的
な
教
職
員

定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２�

．	

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は

か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負

担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

３�

．	

離
島
・
山
間
部
が
多
い
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
、
国
の
学

級
編
成
基
準
を
改
め
て
、
学
校
統
廃
合
に
よ
ら

な
い
複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
て
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

⬇

採
択
と
し
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出

採
択
の
理
由

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
な

う
観
点
か
ら
、
教
職
員
の
定
数
の
改
善
は
必
要
で

あ
り
、
地
域
の
財
政
事
情
に
よ
り
格
差
の
あ
る
教

育
条
件
は
、
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
の
機

会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
に
、
複
式
学
級
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

あ
な
た
の
陳
情
を
審
査

　議案に対する各議員の賛否状況
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５
月
９
日
、
福
地
源
一
郎
与
論
町

議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
総
勢

11
名
が
平
成
24
年
５
月
以
来
、
５
年

ぶ
り
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

庁
舎
玄
関
前
で
の
歓
迎
式
の
後
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
地
方
創
生
、
ご
み

処
理
な
ど
の
室
内
研
修
や
土
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
、
に
し
き
の
里
、
ふ

る
さ
と
館
、
で
ん
し
ろ
う
館
で
の
現

地
研
修
な
ど
所
管
事
務
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、盤
山
公
民
館
に
お
い
て
、

自
治
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の

歓
迎
を
受
け
、
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
懐
か
し
い
話
で
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
町
執
行
部
、
町
議
会

議
員
、
盤
山
自
治
会
、
与
論
マ
ラ
ソ

ン
参
加
者
、
い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
さ
る
こ

会
な
ど
約
70
名
の
参
加
に
よ
る
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
交
流
で
２
年
間
与
論
町
役
場

に
派
遣
さ
れ
た
観
光
交
流
課
の
牧
原

弘
弥
さ
ん
に
与
論
町
の
剣
道
連
盟
か

ら
表
彰
状
の
贈
呈
が
あ
り
、そ
し
て
、

恒
例
の
与
論
献
奉
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

与論町議会５年ぶりに来町

盤山自治会との交流

田代保健センターでの交流会

でんしろう館での研修
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ここが聞きたい！ 質問いっぱんいっぱん
６月定例会では、5名の議員より一般質問が行なわれました。質問及び答弁については、要旨
を掲載しております。

上原自治会でのサロンの様子

問
）
本
町
の
茶
業
は
、
主
要

な
作
物
と
し
て
推
進
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
荒
茶
価
格
の

低
迷
な
ど
、
茶
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
著
し
く
厳
し
い
状
態

で
あ
る
。
茶
業
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
茶
工
場
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措

置
を
当
分
の
間
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
）
町
長　
条
例
並
び
に
規

問
）
各
地
で
高
齢
者
い
き
い

き
サ
ロ
ン
を
展
開
し
て
い
る

が
、
階
段
改
修
、
手
摺
設
置
、

浪瀨　亮祐　議員

質問事項
・固定資産税減免制度
・施設改修等補助制度

則
の
基
準
を
基
に
納
税
者
対

応
を
し
て
お
り
、
特
別
な
減
免

措
置
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
事
業
不
振
に
よ
る
税
金
の

負
担
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
納

税
者
が
多
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
、
徴
収
猶
予
制
度
も
含

め
、
効
果
的
な
手
段
が
な
い
か

模
索
研
究
し
、
今
ま
で
以
上
に

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
な

い
た
い
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
に
高
率

の
補
助
金
制
度
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
）
町
長　
集
落
施
設
等
整

備
補
助
事
業
（
事
業
費
の
40
％

以
内
、
限
度
額
１
０
０
万
円
）

が
あ
り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

茶
工
場
の
固
定
資
産
税
に
減
免
制
度
を
設
け
る
考
え
は

　
町
長
　
特
別
な
減
免
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。
効
果
的
な

手
段
を
研
究
模
索
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
な
い
た
い
。

産業振興

各種団体の皆様、議会議員と意見交換をされませんか。
　錦江町議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町
政などに反映させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めています。
希望される団体等がありましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込
むか、若しくはメールで申し込んでください。なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、
個人では申し込むことはできません。

［Ｅメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp］

サ
ロ
ン
利
用
の
施
設
等
の
改
修
に
高
率
補
助
を

　
町
長�

　
現
行
の
集
落
施
設
等
改
修
補
助
事
業
で
対
応
。

高齢者福祉
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問
）
来
年
は
明
治
１
５
０
年

と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
大
河

ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映

も
決
定
さ
れ
た
が
、
本
町
も
西

郷
さ
ん
直
筆
の
書
や
薩
英
戦
争

の
砲
台
跡
等
を
整
備
し
新
し
い

観
光
の
目
玉
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
）
町
長　
こ
の
流
れ
を
無

視
す
る
こ
と
な
く
少
な
い
歴

史
的
資
源
を
活
用
し
た
取
組

み
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
、

南
隅
地
区
観
光
連
絡
協
議
会

で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を

予
定
し
て
い
る
。

問
）
例
え
ば
「
西
郷
ど
ん
竹

池田　行德　議員

川越　裕子　議員

質問事項
・�「西郷どん」に因ん
だ観光開発等

質問事項
・�生活困窮者自立支援
に係る取り組み等

「
西
郷
ど
ん
」の
縁
の
あ
る
場
所
等
を
観
光

の
目
玉
と
し
て
開
発
す
る
考
え
は

　
町
長
　
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
取
組
み
を
行
な
う
予
定
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
強
化
を
図
る
為
の
取
組
み
は

　
町
長
　
大
隅
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
相
談
支
援
の
対
応
を
実
施
し
て
い
く
。

観光開発

自立支援

の
皮
弁
当
」
な
ど
西
郷
さ
ん
を

モ
デ
ル
と
し
た
商
品
開
発
は
で

き
な
い
か
。

答
）
町
長　
竹
皮
弁
当
は
、

う
ん
め
も
ん
の
会
の
手
作
り

で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
も
上
が
っ
て

い
る
。
う
ん
め
も
ん
の
会
で
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
よ
い

か
と
考
え
る
。

問
）
早
い
段
階
で
、
観
光
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、大
根
占
・

田
代
地
区
に
観
光
ガ
イ
ド
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
）
町
長　
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

等
も
含
め
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

体
が
、
努
力
、
協
力
す
べ
き
取

組
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
）
町
長　
Ｈ
28
年
度
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
労

支
援
４
件
等
11
件
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
も
継
続
支
援
中
が
３

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
町
と
し
て
で

き
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

問
）
仕
事
の
場
所
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
特

別
枠
を
つ
く
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
）
町
長　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
検
討
す

問
）
※
１
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
に
つ
い
て
、
現
在
は
、

※
２
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
事
業

委
託
し
て
い
る
が
、
本
町
の
実

績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
町
自薩英戦争砲台跡（松崎海岸）

る
。

問
）
支
援
法
に
基
づ
く
学
習

支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て

い
る
か
。

答
）
教
育
長　
教
育
委
員
会

等
が
実
施
主
体
と
な
り
、
希
望

者
に
学
習
支
援
を
行
な
う
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

内
容
は
、
学
校
の
復
習
や
宿

題
の
見
守
り
、
個
別
支
援
で
、

相
談
支
援
員
が
子
育
て
相
談
等

に
も
応
じ
る
。

※
１　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　

生
活
保
護
に
至
る
前
段
階
の

自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た

め
の
制
度
。

　

必
要
な
事
業
等
を
多
岐
に

亘
っ
て
継
続
的
な
支
援
を
行
な

う
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

※
２　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
隅
く
ら
し
・

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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問
）
平
成
29
年
度
一
般
会
計
総

額
前
年
度
比
３
億
１
６
９
６
万

円
減
で
、
総
額
61
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
減
額
予
算
の

主
た
る
要
因
は
。

問
）
神
之
川
橋
は
、
幅
員
が

狭
い
た
め
歩
道
が
設
置
で
き

小吉　昭弘　議員

池迫　重利　議員

質問事項
・平成 29 年度予算
・秋ばれいしょの導入

質問事項
・神之川橋の新設
・道路排水の改善

答
）
町
長　
普
通
交
付
税
の

減
額
が
予
想
さ
れ
、
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
建
設
経
費
を
最
低

８
億
円
確
保
す
る
必
要
も
あ

り
、
扶
助
費
も
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
鑑
み
て
の
減
額
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

問
）
土
木
費
の
５
・
４
億
円

（
34
％
減
）
は
、
多
大
な
影
響

を
与
え
る
と
思
う
。
建
設
業
に

対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
所
見
を

伺
い
た
い
。

答
）
町
長　
建
設
業
界
へ
の

影
響
は
あ
る
も
の
と
考
え
る

が
、
国
保
等
へ
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
し
も
あ
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
土
木
費
を
確
保
す
る

平
成
29
年
度
の
目
玉
と
な
る
政
策
事
業
は

　
町
長
　
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
設
計
、
起
業
応
援
補
助
金
等

の
地
方
創
生
事
業
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
網
整
備
等
。

県
に
神
之
川
橋
新
設
を
申
請
で
き
な
い
か

　
町
長
　
県
は
、
架
け
替
え
計
画
は
な
く
、
予
防
安
全
等

に
努
め
、
安
全・安
心
な
橋
と
し
て
維
持
管
理
す
る
と
の
こ
と
。

平成29年度事業

橋りょう こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

問
）
平
成
29
年
度
の
目
玉
と

な
る
政
策
事
業
は
何
か

答
）
町
長　
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
設
計
、
地
方
創
生

推
進
事
業
、
田
代
地
区
の
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
整
備
等
で

あ
る
。

問
）
田
代
地
区
を
中
心
と
し

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
新
規
導
入
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
）
町
長　
早
期
水
稲
後
の

秋
ば
れ
い
し
ょ
の
試
験
栽
培
に

取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。

ず
通
学
路
と
し
て
も
危
険
な
状

況
で
あ
る
。

　

県
に
、
橋
の
新
設
申
請
は
で

き
な
い
か
。

答
）
町
長　
架
け
替
え
計
画

は
な
く
、定
期
点
検
等
に
よ
り
、

予
防
安
全
等
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
通
学
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
カ

ラ
ー
舗
装
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

問
）
８
ト
ン
以
上
の
車
両
通

行
止
め
規
制
の
看
板
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
腐
食
し
、
倒
れ

て
お
り
、
大
型
車
両
の
通
行
が

見
受
け
ら
れ
る
。
大
き
な
看
板

を
目
立
つ
個
所
に
設
置
す
る
要

望
は
で
き
な
い
か
。

答
）
建
設
課
長　
現
場
を
確

認
し
、
担
当
部
局
へ
繋
い
で
い

き
た
い
。

問
）
神
之
川
橋
か
ら
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
区
間
は
、
住
宅

へ
の
雨
水
流
入
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
る
。
県
へ
の
早
期
着
工

の
要
請
は
で
き
な
い
か
。

答
）
町
長　
大
隅
地
域
振
興

局
土
木
建
築
課
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
、
路
面
水
対
策

工
事
を
行
な
う
予
定
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

建て直し予定の中央公民館

神之川橋と規制看板
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編
集
後
記

ら
の
諸
々
の
要
望
や
意
見
を
町

政
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、

努
力
を
惜
し
ま
ぬ
所
存
で
す
。

川
越　

裕
子

◆
議
会
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

小
吉　

昭
弘

副
委
員
長　
　

川
越　

裕
子

委　
　

員　
　

馬
込　
　

守

　
　
　
　
　

右
田　
　

正

　
　
　
　
　
　

厚
ヶ
瀨
博
文

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に

は
、
こ
ど
も
の
日
・
母
の
日
・

父
の
日
・
敬
老
の
日
と
言
っ

た
、
そ
の
節
目
節
目
で
生
命
の

リ
レ
ー
を
寿こ

と
ほ

ぐ
祭
日
が
あ
り
ま

す
。

　

本
町
で
も
「
錦
江
町
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
「
各
世

代
が
助
け
合
い
、
元
気
に
暮
ら

せ
る
『
地
域
』
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至

る
町
民
が
、
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
６
月
議
会

（
一
般
質
問
）
を
日
曜
議
会
と

し
、
平
日
は
仕
事
で
多
忙
な
若

い
方
々
の
議
会
傍
聴
の
機
会
に

な
る
よ
う
、
ま
た
、
一
人
で
も

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
議
会
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
は
４
日
間
に
亘
り
、
議

会
報
告
会
を
各
地
区
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
か

　

議
会
報
告
会
を
７
月
11
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
町
内
８
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
暑
い
な
か

多
く
の
町
民
の
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た

意
見
、
要
望
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
検
討
会
を
開
催
し
、
詳
し

く
は
次
回
の
議
会
だ
よ
り
で
お

伝
え
し
ま
す
。

　

ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
へ
の
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


